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●キャップ制（履修登録単位数上限制限）
授業の予習・復習等に充てる時間を確保し、学習効果をあげられるよう、無理のない
履修計画を立てる必要があるため、１年間に履修登録できる上限数があります。（修得
単位数ではありません。）

区 分 上限単位数
前年度のGPAによる上限単位数

3.00 未満 3.00 以上
3.50 未満 3.50 以上

人文社会学類 45 45 51 53
心理学類 45 45 51 53
子ども学類 50 50 56 58
学校教育学類 50 50 56 58
健康栄養学類 50 50 56 58

キャップ制に含まれない科目
①海外留学や研修、指定されたプログラムへの参加により認定された単位
「チャレンジポートフォリオⅠ」
「チャレンジポートフォリオⅡ」
「チャレンジポートフォリオⅢ」

②学都仙台単位互換ネットワークにて修得した単位
③放送大学特別聴講制度にて修得した単位
④入学前の既修得単位として認定された単位
⑤外国語科目の技能審査により認定された単位
⑥教育職員免許状取得に関する科目の単位（子ども学類・学校教育学類は除く）
⑦言語インテンシブコースにおける英語コース必修科目区分Ａ・Ｂ及び中国語・韓国語
コース必修科目区分Ｂ
⑧自由科目

学則別表２で定める自由科目
学則別表３で定める資格取得に関する科目
その他大学で定める科目（重履修可能科目など）

●再履修
単位未修得となった科目を再び履修することが可能です。
再履修においては以下の通り優先順位があるため確認してください。なお、履修状況
や時間割上の都合で優先順位の通りに履修ができない場合があるので、必要に応じてク
ラス担任又はアドバイザーに相談してください。

◎下級学年の必修科目を履修する場合の優先順位
Ａ）所属学年の卒業必修科目／Ｂ）下級学年の卒業必修科目 →Ｂ）優先
Ａ）所属学年の卒業必修科目／Ｂ）下級学年の資格に関する科目 →Ａ）優先
Ａ）所属学年の資格に関する科目／Ｂ）下級学年の卒業必修科目 →Ｂ）優先
Ａ）所属学年の資格に関する科目／Ｂ）下級学年の資格に関する科目 →／Ｂ）優先

▶ GPA
参照p.31

▶各種単位認定
参照p.33 ～ 36
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●履修登録読替願
科目を履修するにあたっては、p.18 で示した通り、履修の優先順位があります。基

本はその優先順位に従い、履修登録をしてもらいますが、時間割の兼ね合い等で履修が
困難な場合には教務課窓口で手続きをすることで他学類で開講している同一科目に読替
できる場合があります。

●他学類開講科目、その他自由科目の履修
自分の所属している学類以外で開講している科目を、履修することができます。受講
を希望する場合には、希望する学類のカリキュラム表で受講可能か確認し、履修してく
ださい。なお、科目によっては履修条件などがあり、受講できない場合もあります。

●教員指定・受講者数制限科目
授業形態や教育機器設備、教室の収容人数等の理由を考慮し、科目担当者の振り分け
や、受講希望者へ抽選を行う場合があります。受講者決定後にはCampusmate-J でお
知らせします。

●履修登録変更
履修登録期間終了後、科目の追加登録や放棄が必要な場合は、定められた期間で履修
登録の修正・変更が可能です。Campusmate-J で手続きを行います。

●履修取消
履修登録期間、履修登録変更期間が終了した後に、履修を取りやめたい科目がある場
合には、定められた期間に科目の取消ができます。履修取消を行うことでGPAの算出
基準から除外されます。ただし、必修科目の取消はできませんので注意してください。
教務課窓口での手続きが必要となります。

▶他学類開講科目一覧
参照p.88・89




